
 

 

 

 

報告事項６ 

 

流域下水道における脱炭素の取組について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒匂川流域下水道事業連絡協議会 

資料７ 



流域下水道における脱炭素の取組について 

 

１ 背景（国内外の動き） 

・地球規模の課題である気候変動問題の解決に向けて 2015 年 COP21 においてパリ

協定が採択され、2050 年までにカーボンニュートラルの実現を表明。 

・我が国は COP26 の開催に先立ち、2020 年 10 月、「2050 年カーボンニュートラル、

脱炭素社会の実現を目指す」ことを宣言。 

・2021 年４月、「2030 年度の温室効果ガス削減目標について 2013 年度比 46％削減

を目指し、さらに 50％の高みに向けて挑戦を続けていく」ことを表明。 

・2021 年 10 月に改定された「地球温暖化対策計画（2021 年 10 月 22 日閣議決定）」

において、これらの中長期目標が位置付けられた。 

＜下水道の目標＞ 

   2030 年度の排出量を 2013 年度比で 208 万 t-CO2削減（約 50％削減） 

     ①省エネ化による CO2削減 約 60 万 t-CO2 

         ②下水汚泥の高温焼却による N2O 削減 約 78 万 t-CO2 

     ③下水汚泥のエネルギー化による削減 約 70 万 t-CO2 

     ④再生可能エネルギーの導入による削減 約 1万 t-CO2 

 ・2022 年３月、国は下水道政策研究委員会において「脱炭素社会への貢献のあり方

検討小委員会報告書」をとりまとめた。参考資料 

  ＜下水道事業の目指すべき姿＞ 

   社会の脱炭素・循環型への転換を先導する「グリーンイノベーション下水道」 

  ＜グリーンイノベーション下水道を実現するための３つの方針＞ 

   ①下水道が有するポテンシャルの最大活用 

    エネルギー利用（再生水利用、下水汚泥の燃料化、消化ガス利用、焼却廃熱利用）、

肥料利用等の資源利用、太陽光発電、小水力発電、下水熱利用等 

   ②温室効果ガスの積極的な削減 

    エネルギー消費と温室効果ガス排出を効率的に削減 

     化石燃料エネルギー使用量の段階的削減と再生可能エネルギーの徹底活用等 

   ③地域内外・分野連携の拡大・徹底 

    汚泥処理の共同化、地域ﾊﾞｲｵﾏｽを下水処理場に集約、廃棄物処理施設との熱融通等 

 

２ 県の動きと流域下水道の取組 

 ・本県では、2050 年脱炭素社会の実現に向け、令和５年度に「神奈川県地球温暖化

対策計画」の改定を予定しており、この中で 2030 年度に約 50％削減の中期目標

が設定される。 

・流域下水道では、令和２年度に策定した「流域下水道事業経営ビジョン(経営戦

略)」において、省エネ化や下水汚泥の高温焼却などの取組により、2030 年度ま

でに温室効果ガス排出量を 2013 年度比で約 20％削減することとしているが、今

後、約 50％削減の目標達成に向け、再生可能エネルギー電力の導入、下水汚泥の

肥料化やエネルギー化などの検討に取り組んでいく。 
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